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コロナウィルス報道一色のゴールデンウィーク

でしたが、いかがお過ごしでしたでしょうか。 

観光地は、例年であれば書き入れ時ですが、緊急

事態宣言下で閑散としている様子が報道されてい

ました。市街地では飲食店が急遽テイクアウトを始

めるなど工夫を凝らして対応しているところもあ

りますが、利益が激減したり休業・廃業に追い込ま

れたりしているところも多いようです。 

他方で、医療をはじめてとして対策にかかわる

方々は、感染リスクが高い上に、激務に追われてい

ます。 

仕事が激減し倒産・失業に追い込まれている職場

がある一方で、圧倒的に人が不足している職場もあ

り、全体的には景気が冷え込むと同時に以前から存

在する雇用のミスマッチが拡大してきているよう

です。 

事態はなかなか改善してきていませんが、緊急事

態宣言と言っても諸外国のように強制力を伴った

対策が講じられているわけではありません。もしこ

の状況が長引けば、休業要請の実効性、補償のあり

方などの議論がさらに進んでいくことになるので

しょうか。誰もが納得する解決策を見出すことは困

難な中、制度設計関係者のゴールデンウィークは仕

事漬けだったことでしょう。 

地球温暖化が注目を集めるようになってきた 30

年ほど前、公害や自然環境破壊と比べ、すべての人

が原因者であると同時に被害者になり得ることこ

とから、誰もが関心を持ちやすいテーマであると指

摘する人がいました。コロナウィルス感染症につい

ても、自らが被害者になる可能性があるのははもち

ろんのこと、知らず知らずのうちに加害者にもなり

得るものであり、今やほとんどすべての人の最大の

関心事項になっていると言えるかもしれません。 

実態が完全には解明されていない中で対策を講

じる必要があるという点や、状況が理解できても

諸々の事情で対策を実施できない場合があるとい

う類似点もあるようです。アメリカでは、コロナウ

ィルス対策が厳しすぎて生活できないとして規制

撤廃を求めるデモが発生していますが、経済とのバ

ランスも問題になっているところです。 

協会の業務も大きな影響を受けています。ほぼ完

全に在宅勤務となっており、打ち合わせにはウェブ

を活用しています。各種検討会等も当然のようにウ

ェブ上で行うようになってきています。かなり慣れ

てきましたが、参加者が多い時に込み入った議論を

するには無理があるように思えます。利用が集中し

通信速度が遅くなることが原因なのか、突如音声が

通じなくなったり、画像が消えたりすることもたま

にはあり、一室に皆が集まり議論するのと同等とい

うわけにはいきません。 

C02 技術開発・実証事業なども、事業者の方々に

とっては、技術開発をテレワークだけで進めること

はできず、部品の入手が困難な場合もある中で、ス

ケジュールの見直し等が必要になってきています。 

和文学術誌の地域循環共生圏特集号も随分発行

時期が遅れてしまいましたが、ようやくお届けする

ことができることになりました。 

引き続き、みなさまのご指導・ご支援のほど、よ

ろしくお願いいたします。
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本年 4 月より、国際環境研究協会の受託事業の一

つである「CO2 排出削減対策強化誘導型技術開発・

実証事業管理・検討事業（以下、CO2 対策事業）」の

プログラムディレクター（PD)を務めることになり

ました。よろしくお願いいたします。前任 PD の安

岡善文先生から引継の時に、持続可能な社会を構築

するうえで、CO2 削減技術の開発と社会実装が喫緊

の課題であり、CO2 対策事業はそれに貢献する重要

な役割を担っておりプログラムオフィサー（PO)と

協力して進めることが肝要とのアドバイスをいた

だきました。 

 私は、1978 年 4 月に国立公害研究所（現国立環

境研究所）に研究員として入所してから、昨年 3 月

末に退職するまで勤めていました。専門はあえて言

えば環境工学ですが、とくに後半は、温暖化の影響・

適応を中心に活動してきました。IPCC の第 3 次、

第 4 次報告書の作成や、最近では、気候変動適応法

の成立・施行、気候変動適応センター設立に関われ

たことが良い思い出です。また、この間、2008 年 4

月から 2 年あまり内閣府の総合科学技術会議（現総

合科学技術・イノベーション会議）に出向する機会

を得て、着任したその日から 2050 年温室効果ガス

半減を実現するための「環境エネルギー技術革新計

画」の策定に担当者として参画し、国の環境エネル

ギー技術開発の現状や将来動向を学ぶことができ

ました。2018 年に開催された COP24 でパリ協定の

実施ルールが合意され、世界は 2℃目標達成に向け

て動き始めましたが、2030 年までは現在の削減技

術の強化・拡大で対応できても、その後は革新的な

CO2 削減技術に頼らざるをえず、技術開発と社会実

装が 2℃目標達成のカギであることは間違いありま

せん。 

 さて、国際環境研究協会

では、学術会誌「地球環境」

を編集・発行しています。

2006 年に発行された「温暖

化影響特集（Vol.11, No.2）」

の編集委員を引き受けたの

が、協会との関わりの最初

です。「地球環境」は、環境省の地球環境研究総合推

進費（現環境研究総合推進費）の研究成果を広く内

外に発信するために、テーマを決めてとりまとめた

研究論文集でした。IPCC 第 3 次報告書（2001）が

公表された後で、温暖化の影響や危険な気温上昇の

水準（今でいう 2℃目標）などが日本や各国の研究

者の間で議論されていた時期です。特集号では、影

響研究者に最新の研究知見を論文として投稿いた

だき、序文を原澤が、あとがき「日本における温暖

化影響研究：発展の歴史」を編集委員長の吉野正敏

先生が執筆しました。今読み返してみると、15 年前

に予測された温暖化の影響が、今まさに日本や世界

各地で毎年のように発生していること、さらに豪雨

や台風、熱波は、予測した以上に影響の規模や範囲

が拡大していることを実感しています。 

 CO2 対策事業 PD の役割は、事業の運営・管理を

PO の先生方と協力して進めることです。例年です

と 3 月に新規事業が決定し、継続事業とともに、4

月から本格的にスタートするはずでしたが、新型コ

ロナウィルス対策として緊急事態宣言が出された

ことにより、予定が大分遅れています。この原稿執

筆時に、緊急事態宣言の 5 月末までの延長が発表さ

れました。本ニュース発刊時には、新型コロナウィ

ルス問題が沈静化し、社会・経済活動や生活がもと

にもどり、担当する CO2 対策事業も円滑に進めるこ

とができることを願っています。 
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その 1993 年 2 月、その年度 2 度目の乗船調査

に出た時のこと、往路の夜間、船は燧 灘
ひうちなだ

か周防灘
す お う な だ

か

そのあたりを航行していて、深夜のサンプリングの

ために寝ておこうかと思った時です。船長が部屋ま

で来てくださって、「今、会社からファックスが入り、

本船の帰りの便は、都合でキャンセルになりました。

その後の運航予定もしばらく立っていなさそうな

のですが、お困りになるのではないですか？」と伝

えてくれたのです。  

そう、まさに寝耳に水です。この乗船調査が不調 

になるだけでなく、休止の後に通常運航が再開され

なければモニタリングもストップしてしまうなど、

困ること間違いありません。船長にも会社側の方針

が伝わってはいないようです。 

翌朝、釜山港に着くと、通常は陸に停泊中、装置

メンテやサンプル処理などをするところですが、夜

までやることがありません。まあ、ここであせって

も仕方がない。釜山市内を見渡すと、チャカルチ（魚

市場）階上の海鮮料理、ソルロンタン、チゲ鍋、プ

ルコギ、その他、魅力的な看板があふれかえってい

るし、これを順繰りに楽しんでゆくのもありか。と

ころが、実際これをやってみたところ、一回満腹す

ると次に食べるまで意外にお腹がすかず、とんだと

ころでローマ貴族の気分なのです。とにかく丸一日、

食うことと歩くことを交互に繰り返し、夜の関釜フ

ェリー（檀
だん

皇
のう

とは別の航路）で下関港に帰ってきま

した。 

しばらくたった時、先の田中君が「日韓フェリー

波高し」という見出しの新聞記事の切り抜きを送っ

てくれました（写真 5）。それによると、「大阪国際

フェリー社の『檀
だん

皇
のう

』の運航が休止している。原因

は、同社のオーナーが実はイトマン事件の容疑者と

なった許永中氏という人物で、これにバブル崩壊で

( 285 )  

1990 CO2 

2

...  

 

写真 5：「日韓フェリー立ち往生」 

（1993 年 4 月 11 日、朝日新聞より） 
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資金繰りがつかなくなったことが重なり、「檀皇」が

ドック沖に係船されたままになっている」というこ

となのです。車に車検があるように、船舶も定期的

に「船検」を受けるのですが、大型船舶ともなると 

この経費が数千万円に達するので、これが当面のネ

ック。また、船員への給料も不払いになっているら

しい。 

こうなると、モニタリングの再開にも黄信号がと

もっているといえるかもしれません。そこで、会社

に問い合わせたところ、「オーナー（社長ではない）

の件でいろいろご迷惑をかけて申し訳ありません。

この船は東南アジアの船会社に転売される可能性

があります。そうなると、観測用備品等も回収する

のは難しくなると思いますので、今のうちに対策を

考えていただいたほうがよいかもしれません。沖停

めになっているので、簡単なことではないでしょう

が。」とのこと。K さんがフランクに伝えてくれた

ことは大変ありがたく、すぐに機器やサンプルを回

収する方策を考え始めることができました。 

ここで一般論になりますが、撤退は進攻よりも難

しい。私の父は陸軍中尉（これもオフィサー）とし

てスマトラで終戦を迎えましたが、いろいろな残務

処理や自身のサバイバルに苦労し、やっと復員でき

たのは終戦から１年近くたった昭和 21 年 6 月に

なってからのことでした。この「家訓」を機器回収

のたとえにするのはやや大げさといえますが、いざ

となると「檀皇」まで到達するのでさえ簡単にはい

かず、人員輸送の船、輸送用の船、機器積み下ろし

のクレーンなどを手配しなくてはなりません。頭の

中で想定したり海事関係に問い合わせたり、各所に

依頼したり、そのための支出をする書類を作成する

などかなりの時間がかかります。併せて、モニタリ

ングを継続するために、次のフェリーをさがして依

頼することも必要になります。この頃のことは、記

憶をたどろうとしても出てこないことが多く、頭の

処理能力をオーバーしていたのかもしれません。 

とにかく搬出作業を 2 度に分け、1 回目は小ぶり

の荷物の積み下ろし、すなわち最後の航海で船上に

置いてきたままになっていた海水サンプルやデー

タなどを搬出することにしました。そのため、小舟

を雇って尾道の港を出て「檀皇」に近づき、小舟か

ら縄梯子を伝って船内に入る（写真 6）。また、縄梯

子沿いに荷物を手渡しで降ろす。船が揺れるので危

なくないことはないのですが、なんとかやりくりで

きました。  

2 回目は、いよいよモニタリング機器の搬出で、

これには船中で一泊、計 2 日の日程を組みました。

1 日目に計測機器のとりはずし、2 日目にそれを陸

  

 

写真 7：「檀皇」の運航停止に伴い、計測システムを

撤去した際の写真。中央の白いツナギが機

関長。 

 

写真 8：計測機器を搬出するための台船。はしけ

（艀）の動力で動く。 

 

 

写真 6：縄梯子で上り下り。波で小舟が揺れるのでち

ょっとこわい。 
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上に運ぶのですが、人員輸送用の小舟とは別に、輸

送用の台船を用意するのです。これは、クレーンで

降ろす際に、着地させる先の広さに余裕があり、平

らであることが必要のため。幸いだったのは、船長

や機関長など日本人の船員さん達が、この船の売買

が成立するまで、船に籠城状態で共同生活していた

ことで（定期的に傭船して陸に食料など買出しして

共同で自炊していた）、我々の作業をずいぶん助け

てくれたことでした。１日目で機器取り外しが終わ

り（写真 7）、2 日目の好天を祈るばかり。「天気晴

朗ナレドモ波高シ」ではダメで、波で船が上下動す

ると、機器を台船に着地させる際にガツンガツンと

なる可能性があるのです。翌朝が明けてみると、幸

いなことに晴天無風でこれは天祐です。また、やっ

てきた台船を見ると、手配した時は特に指定しなか

ったのですが、これがドッジボールくらいは十分で

きるくらい大きい（写真 8）。台船自身にはエンジン

はついていませんが、艀（はしけ）が接合してあり

その推進力で動くのです。これは本当に頼りになっ

て、機器を無事陸揚げできました。我々は小舟のほ

うに移り、それが済むと、機関長が縄梯子を引き上

げる。これが 2 年間お世話になった「檀皇」とのお

別れでした（写真 9）。 

その後の「檀皇」のお話はまた次回。おつきあい

くださいね。  （つづく） 

 

 

写真 9：「檀
だん

皇
のう

」から離れるさいに、振りかえって最後のお別れ（1993 年）。 
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このたび、和文誌 Vol.24No.2/2019「人口減少社

会への対応と地域循環共生圏の構築」特集号を刊行

しました。千葉大学 倉阪秀史教授に企画・編集を

頂いています。 

日本において、少子高齢化、温暖化の問題につい

ては、様々な警笛が鳴らされていますが、本特集号

では、地域の環境資源を活用する自立分散型のネッ

トワーク社会（地域循環共生圏）が構築されれば、

人口が減少しても、1 人あたりのストックの豊かさ

を増やすことは可能であり生活は豊かになってい

くという方向性の元、それらに関わる様々な研究を

紹介しています。 

自宅や近隣、そして地域に、いつもより多くの意

識が向いている今こそ、是非、ご高覧いただきたい

特集号となっています。 
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4/13(月)：CO2 対策事業 キックオフミーティング（Web 会議） 

        CO2 対策事業 打合せ（Web 会議） 

17（金）：CO2 対策事業 打合せ（Web 会議） 

21(火)：CO2 対策事業 打合せ（Web 会議） 

27(月)：CO2 対策事業 キックオフミーティング（Web 会議） 

28（火）：CO2 対策事業 応募相談会（Web 会議）  

 

＊推進費制度：環境研究総合推進費制度運営・検討業務 

  CO2 対策事業：CO2 排出削減対策強化誘導型技術開発・ 

実証事業管理・検討等事業 

  マイクロプラ事業：マイクロプラスチックのモニタリング手法 

の標準化及び調和に向けた検討業務 

  ERCA：独立行政法人環境再生保全機構 
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